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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、格子 QCDの大目標の 1つである物理的なπ中間子の質量での格子 QCD計算を、π中間子の形
状因子という困難な問題に適用し、その解決の糸口を示唆する結果を得たという点で高く評価できるもので
ある。この研究は指導教員である宇川教授の指導のもとに行われたが、研究で使われた計算コードの作成、
それを使った数値計算、得られた結果の解析とその解釈など、研究のほぼすべてを著者が独力で行ったもの
である。特に、研究の途中で、重いπ中間子でも統計誤差が思ったように減らない、物理的なπ中間子の質
量での計算が統計誤差のためにうまく行かないなどの問題が出てきたが、その都度、いろいろ方策を検討し
解決して来た事は評価できる。残念ながら、大きな体積で物理的なクォーク質量での計算結果は、計算に使
う事が出来たゲージ配位の数が少なかったために統計誤差が大きくなってしまった。しかしながら、中心値
は実験値と矛盾しない今までより大きな値を出していて、将来、統計誤差を減らす事で実験値を再現する事
が可能になることを示唆しており、非常に重要な結果である。以上のことから、博士論文として充分価値の
ある研究成果であると評価できる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
